
２０１９年度１２月度 戸畑郷土史会活動報告 　　作成　；　若曽根

日　時　：令和０１年１２月８日　（日） 上田，青木，竹内（英），湯川，安田，讃井，山中，筒井，竹内（孝）
場　所　：戸畑図書館セミナー室 友松，佐々木，宮崎，林，田中，江藤，久保田，若曽根

　　　１７名出席，

１．上田会長からの連絡　　　　　

・文化祭が無事終了しました。ご苦労様でした。
・「郷土戸畑３５号」配布分の残りがあります。必要な方は持ち帰りください。

２．３分間スピーチ（主な内容について） 　９時５０分～１１時００分

1 　青木 ・山笠，靖国神社について

2 　友松 ・牧山古墳について調べています。

3  　湯川 ・足腰の関節が大切です。

4 竹内（孝） ・次回のテーマを楽しみにしています。

5 久保田 ・戸畑の古い写真をもっと見てみたい。

6 　筒井 ・健康のため戸畑まで歩いています。

7 　江藤 ・林ｓと若曽根ｓの記事が「戸畑の風」に掲載されています。

8 　　林 ・正倉院展と佐竹本３６歌仙絵展に行って来ました。（注　下記参）

9 　讃井 ・戸畑の古歌３首について。

10 佐々木 ・１１月の始め，旧八幡製鉄の本事務所内の見学に行って来ました。
・今環境ミュージアムで地球環境の事を勉強中です。

11 　宮崎 ・中央公園主催の「オータムフェスティバル　イン金比羅」に参加。

12 　安田 ・郷土戸畑の中の天籟寺に絞り　物語を完成。年代順に管理。天籟寺小学校に寄増の予定。

13 　山中 ・北九州市の休火山について。八幡西区の妙見山と日の峰山。

14 　上田 ・１９０１年から親しまれた八幡製鉄所の社名が２０２０年３月に消えます。新会社は
　　九州製鉄所八幡地区になります。

＊＊注記
佐竹本３６歌仙絵について
柿本人麻呂や小野小町など，３６人の和歌の詠み人「歌仙」を描いた鎌倉時代の絵巻物。大正に
入り，当時の所有者が売却する事となりますが，あまりに高額なため買い手がつかず－－－そこ
で財界人や古美術商たちは，２巻の巻物を１歌仙ずつ分割し，購入する事を決めたのです。
　衝撃的な日本美術史上の大事件「絵巻切断」から、ちょうど１００年となる２０１９年。過去最大の
３１件が展示された展示会が模様されたようです。
　ちなみに，３７件の歌仙絵は一部を除き重要文化財に指定されています。

　３．文化祭の反省 １１時1０分～１１時５０分

１１月１０日に開催された戸畑郷土史会開催の文化祭講演会は，昨年を大幅に上回る参加者が



あり無事終了しました。同時に催しをしました戸畑の懐かしい写真展も，昨年と同様に好評でした。

参加者の内訳　　　　　　　会員　１５名　＋　一般　３３名

・折り込みチラシを観て　７名　⇒　朝日５名　西日本２名

・図書館のチラシにて　　８名　⇒　図書館５名　市政だより３名

・市民センタチラシにて　２名　

・友人，知人の紹介　　１６名

反省点・意見

・駐車場の止める場所がない。

・今回５０人の募集であったが，来年は５０人以上の場所を検討すべきでは

・文化連盟の他の団体とのコラボしては

・テーマを決めてやる事が良いのかどうか

・来客者の意見を聞くためにアンケートを実施しては

・チラシを市民センターに置いてもらったのは良かった。

＊＊＊　会場については，現状の図書館の協力や会場代が無料であり来年の様子を見る。

　　　　　その他の意見も含め幹事会で再度検討する。

　４．次月１月定例会の予定

　・２０２０年１月１２日（日）　　　９時５０分～１２時の予定です。
　　＊＊　当日の３分間スピーチの他は幹事会で確認。
　　　　　　
　・定例会終了後　昼食を兼ねて新年会を予定しています。アルコールを飲まれる方は車での
　　出席は厳禁です。

　５．その他
　・若戸大橋と渡船の廃止について知りたいとの質問がありました。

　　⇒　若戸大橋が完成し，渡船は廃止され保証金や退職金が支払れましたが，周囲の住民の

　　　　　方から存続の要望が出て現在に至っているようです。

　・幹事会を例会の前に，定期的に実施する提案が出されました。会の運営を活性化させる為に
　　是非実施したいと思います。　

　・郷土戸畑３４号，３５号の製本化について早急に実施。（竹内（孝），若曽根担当）

　・二十四節季について
　　１２月２２日　冬至　かぼちゃを食べるのはなぜか？　ゆず湯に入るのは？

⇒　かぼちゃは運気を上げる為，ゆず湯は風邪防止。
　　１月５日　　　小寒　寒さが厳しくなる前です。
　　１月２０日　　大寒　寒さが最も厳しくなる。

　２０１９年度　皆さんお世話になりました。新しい体制になり上田会長，竹内（英）事務局長，
竹内（孝）会計の３者の方を中心になり楽しい会を催すことが出来ました。　２０２０年度も
是非会員全員一丸で，戸畑地区を中心とした郷土の歴史を勉強しましょう。


